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①KOHの濃度と反応時間を検討する必要がある

②実験結果によりサフラニンは軟骨以外の部分が染まってし
まい、また、トルイジンブルーは軟骨の染色にはいたらなかっ
た。それぞれの軟骨染色過程の前後の脱水や中和などの条
件を検討する必要がある。

③ギンブナなどは一部の軟骨しか染まらなかった。

しかし、メダカは染まっていた。

つまりサンプルのサイズによって軟骨の染色結果に違いがあ
ることが示唆される。透明骨格標本は乾燥しているサンプル
は適していない。チリメンモンスターが透明にならなかったの
には乾燥が要因と考えられる。

完成した骨格標本

実験Ⅰ

ビオトープの生物であるギンブナなど
の水生生物の標本作製に成功した

KOHの濃度を10倍に変えタンパク質が透明化するか調べた。
タンパク質のペプチド結合が切断され、骨格がバラバラ
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③[時間短縮・コストダウン]サイズによる軟骨染色の比較

②［コストダウン]各軟骨染色液の染色結果

7cm～ 11cm
一部以外染色され
ていない

1.5cm～ 3 cm
軟骨部分がよく染
色されている

1cm～ 1.5 cm
染色されず透明
化しない

KOHの濃度をあげ、透明化する時間を短縮させた。

軟骨染色液であるアルシアンブルーが高価なので代用品
としてトルイジンブルー、サフラニンが使えないかと考えた。

アルシアンブルーに比べ、トルイジンブルーやサフラニン
は軟骨染色が確認できなかった。

①[時間短縮]ＫＯＨの濃度の変化

・KOHの濃度を変えることで、トリプシンの反応時間を短縮す
ることができると考える。しかし濃度や反応時間の関係はシ
ビアであるので、いくつもの条件で検討することが必要があ
る。

・今回アルシアンブルーの代用としてトルイジンブルーとサフ
ラニンを用いた。その結果軟骨を染色するにはいたらなかっ
た。今後比較対象として軟骨を染色していないサンプルを
作って詳しく調べたい。

・今回チリメンモンスターを1ヶ月以上ホルマリンに浸しておい
た。しかしタンパク質を透明にするにはいたらなかった。

よってビオトープの生物を乾燥する前に標本にする必要があ
る。

・次回はエビなどの軟骨染色液と反応する物質を多く含む生
物を用い染色を比較することによって、より各軟骨染色液の
違いを細かく検証することができると考える。

ホルマリン固定 脱水 軟骨の染色 中和 トリプシン魚のぬめりを取る

硬骨の染色 グリセリン処理ＫＯＨ
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